
令和 年 月 日
　　　　男鹿市長　　様

　地方税法第１５条の２第１項又は第２項の規定により、次のとおり徴収の猶予を申請します。

（記　入　例）

徴　収　猶　予　申　請　書

○○ ○○ ○○

年 ○○ 月 ○○ 日

督促
（円）

備考年度
期別
(月期)税目

申請者
納税者

特別徴収義務者

住（居）所
（所在地）

男鹿市○○字○○番地○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号○○○○-○○-○○○○

氏　　　名
（名称及び
代表者氏名）

㊞男鹿　太郎

納期限
延滞金
（円）

本税
（円）

期　　限 金　　額（円） 期　　限 金　　額（円）

令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日 から

令和 ○○

通知書番号

納付
（納入）
すべき税

○

　　　年　　月　　日

　○○年○○月○○日 20,000 　　　年　　月　　日

○

固定資産税

固定資産税

納付（納入）すべき徴収金のうち
徴収の猶予を受けようとする金額

120,000

該当条項 ☑　地方税法第１５条第１項第1号　　　　　□　地方税法第１５条第２項

60,000

60,000

　　　年　　月　　日

　○○年○○月○○日 20,000 　　　年　　月　　日

　○○年○○月○○日 20,000 　　　年　　月　　日

担保

□　有
担保の種類、数量、

価額及び所在

納
付
（

納
入
）

計
画

　○○年○○月○○日 20,000

猶予該当
事実の詳細

○○年○○月○○日に自宅が火災により一部消失し、その修繕に多額の費用を要する
こととなった。

まで

一時に納付
することが
できない
事情の詳細

修繕費用100万円のうち、○○火災保険から保険金70万円を受領したが、残額30万円
は月5万円の分割払いとしており、今年10月までその支払いが続く予定である。

猶予を受けようとする
期間

　○○年○○月○○日 20,000 　　　年　　月　　日

☑　無
担保を提供することが

できない場合の
その特別の事情

　○○年○○月○○日 20,000

1

2

○○.5.31

○○.7.31

○○○○-○○○

○○○○-○○○


